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ＤⅠ論文

格表示は名詞と動詞の間でなされる
－言語は元来SOV型(日本語型)か－

今泉 喜一

要 旨

構造伝達文法 「格」 「名詞 動詞 形容詞 論理関係 結 力」 定義では を を や に で びつける と

。 「格表示 名詞 動詞 形容詞 間 」 仮説 導 。する ここから は と ・ の でなされる という が かれる

この の を が の と の で す仮説 妥当性 語順 ＳＯＶ型(日本語型) 言語 ＳＶＯ型(英語型) 言語 確認

。格表示形式 前者 後置詞 後者 前置詞 。後置形式 前置詞 両方る は で となり で となる と の

をとるロシア のような においても， の を すれば，この によ語 言語 印欧語 歴史 検討 仮説

説明 可能 仮説 仮説 妥当 。る が であることから，この は として であるということになった

印欧語 日本語 同 ＳＯＶ語順 確認 。さらに， ももとは と じ であったことを した

： 構造伝達文法，格，後置詞，前置詞，印欧語キーワード

ＤⅠ.1 研究対象となる事実と問題

が のような の は を ち，研究対象の事実 語順 日本語 ＳＯＶ型 言語 後置詞 持

英語 ＳＶＯ型 言語 前置詞 持 傾向 。のような の は を つ がある

｢Ｓ｣ ｢主語｣ 意味。は の

｢Ｏ｣ ｢目的語｣ 意味。……本稿 「名詞Ｎ」 表 。は の では でも す

｢Ｖ｣ ｢動詞｣ 意味。は の

日本語 ＳＯＶ型 言語 。は， の である

が を む私 － 本 － 読
（ ） （ ） （ ）主語 Ｓ －目的語 Ｏ －動詞 Ｖ

一方 英語 ＳＶＯ型 言語 。， は の である

I read a book－ －
（ ） （ ） （ ）主語 Ｓ － 動詞 Ｖ －目的語 Ｏ

｢目的語 Ｏ｣ 主語以外 名詞 象徴 本稿 一般 文 中 主語以外は の の なので， では の の で，

名詞 示 ｢名詞 Ｎ｣ 表 (Ｏ→Ｎ)。 次 。の を すときは， で すこともする たとえば のようになる

ＳＯＶ型 私 学校 行 。が バスで に く
（ が で に ）Ｓ Ｎ Ｎ Ｖ

I go to school by bus.ＳＶＯ型
（ ）Ｓ Ｖ to N by N

ここに られるように， では を す が の に かれており，見 日本語 格 表 格助詞 「名詞 後」 置
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では を す が の に かれている については， の英語 格 表 前置詞 「名詞 前」 置 。(主語Ｓ DⅠ.4b

〈注〉 参照。)を

では，なぜこのような を す に ・ の いが じるのかに本稿 「格 表 要素」 「後置 前置」 違 生

第１ 第２ 疑問 設定 考 。ついて， ， の を して えたい

ここでの には の え を いるので，まず につ考察 構造伝達文法 考 方 用 「構造伝達文法」

述 必要 。「格」 定義 示 。いて べておく がある の も す

ＤⅠ.2 構造伝達文法における格

ＤⅠ.2.a 構造伝達文法

話 手 不断 各種 判断 行 。 判断 論理構造 判し は に の を う その は をなしているので，その

を と ぶ この をそのまま き に することはできないので，断 (判断)構造Ａ 呼 。 構造Ａ 聞 手 伝達

に すように， し は を にあることばで して ， の にし下図 示 話 手 構造Ａ 表層 描写 ( ) 文 形A

聞 手 伝達 。て き に する

図ＤⅠ-1 判断構造Ａを描写してことば(文)で伝達し，聞き手が構造を再構成する

聞 手 聞 文( ) 基 (判断)構造Ｂ 再現 ( )。構造 正 再き は いた ことば に づいて を する が しくB

されれば は と じになり， き の に し の が しく さ現 構造Ｂ 構造Ａ 同 聞 手 中 話 手 判断 正 伝達

。 描写 再現 過程 慣習的 規則(文法) 存在 ｡れたことになる の と の の には な が するA B

は な であり， による が であるが， は な であ表層 意識的 層 意識 制御 可能 深層 本能的 層

意識 制御 。り， による ができない

というのは， にある を モデルで し， に れ「構造伝達文法」 深層 判断構造 立体 示 表層 表

文 現象 深層構造 方 描写法 説明 「説明文法」 。る の を のあり と から しようとする である

ＤⅠ.2.b 深層構造のモデル

「私 学校 行 。」 表層 文 対 深層構造(判が にバスで く という の があるとき，これに する

断) 下左図 。下右図 簡略表示 。モデルは のようなものである はモデルを したものである

（ ）簡略表示

図ＤⅠ-2 私が学校にバスで行く 図ＤⅠ-3 私が学校にバスで行く
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ＤⅠ.2.c 格の定義

構造伝達文法では「格」を「名詞を動詞や形容詞に論理関係で結びつける力」と定義して

いる。そして，その力がそこに存在することを示す詞を「格詞」と呼ぶ。

格詞 日本語 従来「格助詞」 呼 。英語 「前置詞」 呼 ｡は では と ばれてきた では と ばれている

一般 英語文法 定義 「格」 統（ただし， の ではこのように されておらず， とはさまざまな

語機能 表示 「名詞 語形変化｣ 。現代英語 名詞 属格 単純を する の であるとされる の には と

格 主要 代名詞 主格 対格 残 言 ｡DⅠ.8.b)があるが， な にはさらに と が っていると われる

が として するのは と の に の が いているからで文 文 成立 名詞 動詞 間 格 力(論理関係) 働

ある がその （ ）の を している では については。格詞 力 論理関係 存在 明示 。(本稿 形容詞

触 名詞 動詞 論理関係 扱 。)れずに， と の のみを う

たとえば， では， バス という つの が， く という と図ＤⅠ-2 「学校」「 」 ２ 名詞 「行 」 動詞

(格詞「 」「 」 示 ) 格 力(論理関係) 結 。に で の す の によって びついている

学校－ 行 「 」 「学校」 「行 」 「目的地」 論理関係 示 ｡に く に は が く の であるとの を す

－ 行 「 」 「 」 「行 」 「手段」 論理関係 示 。バス で く で は バス が く の であるとの を す

｢格」(論理関係 表 格詞 日本語 下表 11 。）を す は， には のように ある

表ＤⅠ-1 日本語の格詞

，が主格詞 Ø 1

2客格詞 Øを，に，へ，で，と，より，から，まで，

Ø Ø 今泉( 第２章)参照1 2， については 2012:

は モデルでは のように に する の つ として さ｢格」 構造 下左２図 動詞 対 名詞 立 「位置」 示

れる は きな によって される それで，たとえば， が で と 10。動詞 大 円盤 表 。 ｢私 会場 彼

60 分歌 歌 。」 文 構造 下右図 。時から 11 時まで を う という の は のようになる

動詞 ｢歌 ｣は う

私が会場で彼と 10 時から 11 時まａ) 斜め上から見る ｂ) 真上から見る
図ＤⅠ-4 各格の位置 で 60 分Ø 歌を歌う 図ＤⅠ-5２

では すなわち と の は が す たとえば，英語 「格」 名詞 動詞 論理関係 「前置詞」 示 。

I go to school by bus.
文 , 名詞 , 前置詞 表 論理関という で， という は，それぞれ という が すschool bus to by

係 動詞 結 。で という と びついているgo
「目的地」 論理関係 示 ｡go to school to school goは が の であるとの を す

「手段」 論理関係 示 。go by bus by bus goは が の であるとの を す
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主格

を
に

へ

で
と

まで

より

Ø２

私

から

を

で
と

歌

会場

10時 彼

まで

Ø２
11時

60分



- 4 -

日本語構造伝達文法・発展Ｄ

の には，ほかに など英語 前置詞 after, among, at, between, for, in, on, over, up, with
数多 。 前置詞 格 表 場合 多 。くのものがある ただし， は ではあるが， を さない が いof

ＤⅠ.2.d 「の」は格を示さない

「私 中国 留学生 話 。」 文 「中国 」 「 」 国文法 格助は の と をした という にある の の の は では

とされている これは では とは が で を む の に して詞 。 国文法 「格 名詞 文中 (名詞 含 )他 語 対

持 関係 。」 定義 「 」 格 。つ である と しているため， の が とみなされているからである

では， の は に つ つの をつないで し， つ構造伝達文法 「 」 構造上 立 ２ 名詞 描写(表層化) ２

名詞 間 一定 論理関係 「 ｣ 示 名詞 動詞 「格(論理関の の に の が ある ことを すだけで， と の

係)｣ 表 考 。 「 」 構造上 「中国 留学そのものを してはいない，と える そして， の は では， の

生」 下左図 矢印 示 。「中国」 動詞「来 」 対 格のように， にあるような で される は る に する

「 」格 立 。同様 「北海道 旅行」 下右図 示 。としては から に っている に の は のように される

図ＤⅠ-6 中国(から)の留学生 図ＤⅠ-7 北海道(へ)の旅行

つまり の は， で している を してはいないので， で「 」 構造伝達文法 定義 格 示 「格詞」

。(「実体 描写詞」 。今泉 2012:42 今泉 2015:18 等参照。)はない つなぎ である ，

以上 「構造伝達文法」 「格」 必要 記述 行 本題 戻において と について な を ったので， に

。ることにする

ＤⅠ.3 ＳＯＶ型（日本語型）は後置詞，ＳＶＯ型（英語型）は前置詞

世界中 言語 語順 分 ６ 分類 。 出現 割合 表Ｄの を のタイプで けると つに できる その の は

のとおりであるが， の が も く，ほぼ を める がⅠ-2 日本語型 ＳＯＶ型 最 多 半数 占 。主語Ｓ

目的語Ｏ 前 ３ 語順 型 ＳＯＶ ＳＶＯ ＶＳＯ 合計 95 ％ 超 。より にある つの の （ ， ， ）は で を える

で べたとおり， のような の は を ち， のよＤⅠ.1 述 日本語 ＳＯＶ型 言語 後置詞 持 英語

うな の は を つ がある この について， はＳＶＯ型 言語 前置詞 持 傾向 。 傾向 松本( )2006:175
に るように， の と の の という で で らか表ＤⅠ-3 見 ＯＶ型 言語 ＶＯ型 言語 対比 形 数値 明

。 表 ＯＶ型(日本語型) 言語 ％強 後置詞 持 ＶＯ型(英語にした この から， の の が を ち，96
型) 言語 ％強 前置詞 持 分 。 傾向の の が を っていることが かる では，なぜこのような86

。 第１ 疑問 。があるのか これが の である

なぜ のような の は を つ があり，第１の疑問 日本語 ＳＯＶ型 言語 後置詞 持 傾向

英語 ＳＶＯ型 言語 前置詞 持 傾向 。のような の は を つ があるのか
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表ＤⅠ-2 諸言語における基本語順の出現頻度 表ＤⅠ-3 語順の型と後置詞・前置詞の割合

〈 〉内 今泉補充 松本( )は 2006:175
松本( )2006:211

第１ 疑問 構造図 用 考 。この の について， を いつつ えてみたい

なお，この に して は， の には き （ さ疑問 対 従来 ＳＯＶ型 言語 ｢左向 支配｣ ｢ 支配rectum
れるもの が するもの に する にある）があり， の に」 「 支配 」 先行 配列 ＳＶＯ型 言語regens
は き （ が に する にある）があるからであると え「右向 支配｣ 先行 配列 考regens rectum
られてきた ， ・ ， ・ としての い もある(松本 )。(下降型 上昇型 遠心型 求心型 扱 方2006:39

， しかし， き だとなぜ になり， き だとな松本 2006:175)。 「左向 支配」 後置詞 「右向 支配」

前置詞 説明 。本稿 構造伝達文法 視ぜ になるのかについては されてはいなかった では の

点 説明 行 。からこの を うことにする

ＤⅠ.4 格表示の位置……名詞と動詞の間

ＤⅠ.4.a 名詞と動詞と格を構造図で示す

日本語 英語 文 構造 示 。と の を モデルで してみる

私 学校 行 。…… 文 構造 下左図 。が にバスで く この の は のようになっている

…… 文 構造 下右図 。I go to school by bus. この の は のようになっている

I go to school by bus図ＤⅠ-8 私が学校にバスで行く 図ＤⅠ-9

の は じであるが，これを にするときには の が なる つまり，両者 構造 同 文 描写 順序 異 。

ＳＯＶ型 日本語 次 名詞Ｎ 先 動詞Ｖ 最後 。である では， のように が になり， が になる

日本語 ＳＯＶ型 ［ Ｓ Ｎ Ｖ ］

ＳＶＯ型 英語 次 主語以外 名詞Ｎ 動詞Ｖ 後 。である は， のように の が の になる

英語 ＳＶＯ型 ［ Ｓ Ｖ Ｎ ］

が の に するためには という で と びついていなけ名詞Ｎ 文 中 存在 「格」 論理関係 動詞 結
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名詞Ｎ 格詞 用 格 表 。ればならないのだから， は を いて を さなければならない

格詞 格 表示位置 適切 格 「名詞」 「動詞」 論理関による の はどこが かといえば， は と の

係 名詞Ｎ 動詞Ｖ 「間」 最 自然 考 。なのであるから， と の であることが も なことと えられる

格表示 位置 次 。(図ＤⅠ-8 図ＤⅠ-9 矢印 参考 。)つまり， の は のようになる ， の が になる

日本語 ＳＯＶ型 ［ Ｓ Ｎ [格表示] Ｖ ］

英語 ＳＶＯ型 ［ Ｓ Ｖ [格表示] Ｎ ］

ＤⅠ.4.b 日本語は後置詞，英語は前置詞

ＳＯＶ型 名詞Ｎ 後 格表示 行 (Ｎ-格) ＳＶＯ型 名詞ということは， では の で が われ ， では

の で が われる はずである ， かにそのようになっており，Ｎ 前 格表示 行 (格-Ｎ) 。事実 確

日本語 英語 格表示 後置詞 前置詞 違 表 。と とでは が と の いとして れている

日本語 ＳＯＶ型 ［ Ｓ Ｎ Ｎ Ｖ ］ 格表示 名詞Ｎ 後-ga -ni -de は の

英語 ＳＶＯ型 ［ Ｓ Ｖ Ｎ Ｎ ］ 格表示 名詞Ｎ 前to- by- は の

に して にある は であることが であるので， でも〈注〉 Ｖ 対 主格 ｢Ｓ｣ 主格 明白 日本語

でも を う がない という は， は するが，英語 格表示 行 必要 。主格 格 格(論理関係) 存在

格表示 必要 。日本語 「雨 降 ｡」「私 学生 。」 本来 主の がない でも る です のように のØ Ø1 1

は がない を す が は ・ に まれた され格 格表示形式 。主格 示 「 」 鎌倉 室町時代 生 「制限

主格」 示 格表示形式 本来的 主格表示形式 。た を す であって， な ではない

ＤⅠ.4.c ｢格表示は名詞と動詞の間でなされる｣を仮説とする

の なぜ のような の は を つ があり， の第１ 疑問「 日本語 ＳＯＶ型 言語 後置詞 持 傾向 英語

ＳＶＯ型 言語 前置詞 持 傾向 」 対 説明 上述 可ような の は を つ があるのか に する が のことで

能 。 「格表示 名詞 動詞 間 」 考 仮であるようである そこで， は と の でなされる という えを

説 。とすることにする

第１の疑問への解答……仮説

の は を つ があり，ＳＯＶ型(日本語型) 言語 後置詞 持 傾向

ＳＶＯ型(英語型) 言語 前置詞 持 傾向 。の は を つ がある

…… 。格表示が名詞と動詞の間でなされるからではないのか

次 ＤⅠ.5 以降 仮説 当 現象 考察 。の で，この が てはまらないようにみえる について する

仮説「格表示は名詞と動詞の間でなされる」は正しいかＤⅠ.5

ＤⅠ.5.a ロシア語には適用できない？

上 導 仮説「格表示 名詞 動詞 間 」 正 次に かれた は と の でなされる が しいものとすると，

のようなロシア の をどう えればよいのだろうか， ロシア でもこの は語 事実 考 「 語 仮説

成立 」 第２ 疑問 生 。するのか という の が じる
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語 仮説 成立 。
第２の疑問

ロシア でもこの が するか

……格表示 本当 名詞 動詞 間 。は に と の でなされるか

現代 語 次 ＳＶＯ型(英語型) 言語 。ロシア は のように の である

( 語 読 方 簡単 <> 中 英字 示 。)ロシア の み を に の に で しておく

< >Я пишу письмо. Ya pishu pisimo.
(私は手紙を書いている。)私 書 手紙く(1 人称)

文 「兄 」 要素 付 加 次 。この に に という を け えると のようになる

< >Я пишу письмо брату. Ya pishu pisimo bratu.
(私 兄 手紙 書 。)私 書 手紙 兄-く に(1 人称) は に を いている

語 名詞Ｎ 格変化 ｢ < > (兄弟)」 名詞 単数 場合ロシア には に があり， という は のбрат brat
次 変化 。のように する

主格 (兄弟 ) < >брат bratが

生格 (兄弟 ) < >брата brataの

与格 (兄弟 ) < >брату bratuに

対格 (兄弟 ) < >брата brataを

造格 (兄弟 ) < >братом bratomによって

前置格 < >брате brate
つまり，

< >Я пишу письмо брату. Ya pishu pisimo bratu.
(私 兄 手紙 書 。)私 書 手紙 兄-く に(1 人称) は に を いている

文 〈 〉 日本語 「兄 」 名詞 後部 格表示 行の では， において の に のように の で がбрату bratu
。われているわけである

［ Ｓ Ｖ Ｎ-格表示 ］ (「 〈 〉 」 )письмо pisimo 手紙 省略 ｡は してある

すると， なのに ではなく なものが されていることにＳＶＯ(英語型) 前置詞 後置詞的 使用

仮説 間違 。なり， は っていることになる

ＤⅠ.5.b では，仮説「格表示は名詞と動詞の間でなされる」は間違いか？

ロシア には， は と の でなされる は てはまらないように語 仮説「格表示 名詞 動詞 間 」 当

。みえる

次 英文 「 」 格表示 名詞Ｎ 前 動詞 名詞 間の の のように が の にあれば， と のto my brother
問題 。ということで， はないのだが

I write (a letter) to my brother.

Ｓ Ｖ 格表示-Ｎ

しかし， に した は の なものであるはずで， っているとは上 設定 仮説 普遍 原理的 間違

えにくい この が しいものとすると， が の ろにあるということ考 。 仮説 正 格表示 名詞 後

で，ロシア は と じく が であったのではないかと せざ語 元来日本語 同 語順 ＳＯＶ型 推論
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得 。るを なくなる

語 元来日本語 同 語順 ＳＯＶ型 。推論 ロシア は と じく が であったのではないか

語 印欧語 1 印欧語 歴史 確認 必要 。ロシア は の つであるので， の を する がある

ＤⅠ.6 印欧語

とはインド・ヨ ロッパ に する の である その は は｢印欧語」 ー 語族 属 言語 総称 。 言語 東

亜大陸 中央 盆地 西 ー 全域 南インド や アジアのタリム から， はほぼヨ ロッパ まで，また

北 ー 総計約 人 使用 。祖語 紀元アメリカ，オ ストラリアで， 億 により されている は20
に されていて，その の 年の に に したと えられ前 年以前 話 後 間 各言語 分裂 考3000 1000

｡ている

を は，シュライヒャ の モデルという え に づい印欧諸語 吉田( ) ー 系統樹 考 方 基1996:54
系統図 示 語 語派 中て，下図のような で しているが，これによれば，ロシア はスラブ の

位置 。本稿 図中 注目 部分 四角 枠 囲 。に している では の したい を い で んだ

吉田( )図ＤⅠ-10 印欧語の系統樹 1996:54
また， は を のように に している この にお松本( ) 印欧諸語 次表 年代順 分類 。 表2006:26

注目 部分 枠 設定 。いても したい に を した
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松本( )表ＤⅠ-4 印欧諸語分類図（年代順） 2006:26

※ 枠設定 今泉 。の は による
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ＤⅠ.7 印欧語の語順は日本語と同じＯＶ型であった

ＤⅠ.7.a ヒッタイト語……日本語と同じＳＯＶ型

に るように，ヒッタイト は の で も い に するの表ＤⅠ-4 見 語 印欧諸語 中 最 古 言語 属

であるが， は の い の を るためには，ヒッタイト の松本( ) 「印欧語 古 語順 型 知 語2006:43
証言 重要 。」 述 「 前 前 年がとりわけ である と べ， は，およそ からヒッタイト語 1600 1200

印欧語としては最も首尾一貫したSOV型の言語にいたるその の を じて，記録時代 全般 通

としている と じ である すなわち， は な でである。」 。日本語 同 型 。「 述語動詞 圧倒的 比率

に れ， と けてい文末位 現 」 続接置詞はすべて後置されて前置詞の用法は全く見られない。

。松本 言 「接置詞」 「名詞 広 意味 文法関係 表 形式」 本る の う とは の い での を す のことで，

古い時期の印欧語に稿 「格詞 格表示形式 」 相当 。 松本( ) 「では （ ） に する さらに は2006:43
」 。は一貫したＶＯ型の言語が皆無である としている

ＯＶ型(日つまり， この印欧諸語は元来日本語と同じＯＶ型であったものと考えられる。

本語型) 諸言語 ＶＯ型(英語型) 言語 変化 事実 松本 語の が の へと した について， はラテン

起 次 変化 影響 大 。に こった のような による が きいとしている

ＤⅠ.7.b ラテン語……ＳＯＶ型(日本語型)からＳＶＯ型(英語型)へと変化

はラテン について， のラテン の の は，サンスク松本( ) 語 「最古期 語 語順 特徴2006:42
リット のそれに いもので， はかなり な であったと う これ語 近 基本語順 厳格 SOV」 言 。

が （ ）になると， の は が では古典期 紀元前１世紀～紀元後３世紀 動詞 位置 文末位 優勢

語順 自由 次表 掲 。あるものの， がかなり になったとし， を げている

松本( )表ＤⅠ-5 古典ラテン著作家における基本語順：動詞の末尾位置 2006:42
［ ］ 今泉補記は

［紀元前１世紀］

［紀元前１世紀］

［紀元前２～３世紀］

［紀元 １～２世紀］

［紀元前１世紀］

表 紀元前後 諸著作家 文章 主文 動詞 位置 文末この によれば， ごろに の において の の が

でなくなり めていたことが かる が と じ にある が り め始 分 。動詞 日本語 同 文末 割合 減 始

ていたのである ただし， の では が に たれている は より。 従属文 中 動詞 文末 保 割合 主文

高 従属文 相対的 保守的 表 分 。く， は に であったことも から かる

古典期 語 後「俗 語」 時期 経 語 語この のラテン はその ラテン の を てイタリア やスペイン

等 「 語」 生 「俗 語」 時期 「 紀元後の ロマンス を むことになるが， ラテン の には たとえば，

世紀 『 巡礼記 』 動詞 末尾位置 主4 ～ 5 の イェルサレム で， の は，Peregrinatio Aetheriae
文 ％ 従属文 ％ 激減」(松本 ＶＯ化 進 。で ， で と ）しており，かなり が んだ25 37 2006:43
以上 推移 簡単 時間軸 上 示 次 図 。の を な の に せば の のようになるであろう
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図 ラテン語のＳＯＶ(日本語型)からＳＶＯ(英語型)への時間的推移ＤⅠ-11

では は と の で ，つまり の ろで すので，ＳＯＶ型(日本語型) 格 Ｎ Ｖ 間 (Ｎ-格 Ｖ) 名詞Ｎ 後 示

ラテン は のような， を で す を っていた この で，古期 語 次表 格 表 「 」 持 。 点名詞後部 格組織

格 表 格詞 名詞 後 置 日本語 似 。を す を の ろに く と ていた

(名詞後部 現 格組織) 松本( )表ＤⅠ-6 ラテン語の名詞の格変化 に れる 2006:45

格組織 俗 語 語 段階 完全 崩 去 。)(この は ラテン からロマンス にいたる でほぼ に れ った

表中( )内 語意 今泉補充の は

その ， が の に て に して， を と の ，後 Ｖ Ｎ 前 出 ＳＶＯ型(英語型) 変化 格 Ｖ Ｎ 間(Ｖ 格-Ｎ)

つまり の で すことになり， が まれた を の で すこ名詞Ｎ 前 表 「 」 生 。格 前置詞 形 示前置詞

(松とになったので，この名詞Ｎ後部の格組織は不要となり，「ほぼ完全に崩れ去」った

本 )。 概念図 下図 。2006:48 このことを にすれば のようになるだろう

図 ＳＶＯ型(英語型)への変化で前置詞が発生し，格組織が崩壊したＤⅠ-12

ＳＶＯ型 ［ Ｓ Ｖ 格-Ｎ ］

ＳＯＶ型 ［ Ｓ Ｎ-格 Ｖ ］

（前置詞発生・格組織完全崩壊）

（日本語型・格組織存在）

-格

前置詞発生 格組織完全崩壊
↓ ↓

ＤⅠ論文 格表示は名詞と動詞の間でなされる
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例 語 現代 語 文 示 。として，ロマンス のひとつである スペイン の を しておきたい

Ella trabaja en la oficina hasta las cinco.
彼女 働 - － ５時く で オフィス まで

下線部 前置詞 。ＳＶＯ型 前置詞 使 名詞 後部 格組織が である になっていて， が われ， の に

示 。を すものはない

ラテン ではこのように， と じ であった が， に語 元来日本語 同 ＳＯＶ型 語順 紀元前後

である の へと を めた ， が し， い が英語型 ＳＶＯ型 語順 変化 始 結果 前置詞 発生 古 格組織

となり した の であったロ マに こったこの な不必要 崩壊 。当時 文化的先進地帯 ー 起 劇的

語順変化 次第 ー 北部 東部 拡散 。は， にヨ ロッパ ・ へと していった

ＤⅠ.7.c ゲルマン語（英語）……もとは日本語と同じＳＯＶであった

ゲルマン にも した の を はこう べている に語 波及 。英語 場合 松本( ) 述 ｡「基本的2006:43
は であった の から にかけての 3 ～ 400 の に， をＳOV型 古英語 末期 中期英語 年 間 語順

めて の が しい をこうむり， るような の が が含 文法構造 全般 激 変化 現在見 語順 型 出来上

Ch.ったのは，ようやく の めになってからである そして，その に する近世 初 ｡」 変化 関

ー 調査 次表 形 紹介 (松本 2006:139)。フリ ズの （ ）を の で しているFries 1940
(松本 ) 表中 ( ) 今泉補記表ＤⅠ-7 英語における語順の変化 2006:139 は

（ では のようFries 1940:201 “Acc-obj. before verb” “Acc-obj. after verb”
に で され， はない の はフリ ズの では英語 記述 枠 。上表中 ー 原表53.7%

となっており， は ， は ， は52.7% 40.0% 40 % 60.0% 60 % 14/3%＋ －

｡)14.3% 1.9% 1.87% 98.1% 98.13%， は ， は となっている

表 英語 語順 紀元 年 ＳＯＶ型(日本語型) ＳＶＯ型この から， の には， ごろには， と1000
がほぼ の で していたが， の ごろに，ほぼ な(英語型) 同等 割合 存在 年後 年 完全500 1500
になったということが てとれる が な になったのはＳＶＯ型 見 。英語 完全 ＳＶＯ型(英語型)

今 年前 。から にすぎないのである500
は， の は， の が くほど した松本 「日本語 ＯＶ的配列 支配 方向性 驚 首尾一貫2006:165

もプロトタイプに い と ってよい とし， この の は， で り最 近 型 言 。」 「 語順 型 現存資料 遡

最古 時代 基本的 変化 」 。英語 語うる の から， にほとんど が ない，としている は，この

を つ とは な である の が しいもので順不変性 持 日本語 対照的 言語 。英語 ＳＶＯ性 比較的新

認識 必要 。あるということは しておく がある

ちなみに，ドイツ は， では， が と じ であると語 生成文法 基本語順 日本語 同 ＳＯＶ型

( 吉田 )。 従属節 中 ＳＯＶ性 強 。従属している たとえば また， の ではいまだに が い1995:8
節内部 保守性 高 。 語等 歴史 検討 必要 。は が いからであろう ドイツ の も する がある
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なお，ギリシア にはすでに ごろに が れ めていることか語 紀元前 年 ＳＶＯ型 現 始1200
松本( 「 語 印欧諸言語 中 最 早 時期 VO統語型 方ら， ）は ギリシア は の で も い に の2006:143

へ みはじめた であるとし，この がラテン からロマンス へと け向 歩 言語」 傾向 語 諸語 受

継 考 。 推移 概略次 示 。がれていったと えている この は， のように せるであろう

語 → 語 → ー 諸語ギリシア ラテン ヨ ロッパ

ごろ は ごろ紀元前千年紀 紀元後数百年後 英語 年1500

図ＤⅠ-13 印欧諸語がＳＯＶ型（日本語型）からＳＶＯ型へ移行した時期

ＤⅠ.8 ロシア語もＳＯＶ型（日本語型）からＳＶＯ型へ

ＤⅠ.8.a ロシア語の特徴がつかめるのは 14 世紀後半以降

以上見 印欧語 語 語順 ＳＯＶ型(日本語型) ＳＶてきたことから， であるロシア の も から

Ｏ型(英語型) 変化 考 。へと したものと えられる

佐藤 語 明確 特徴 形成 世紀後半ただし， （ ）はロシア の な が されたのは2012:20 14
(日本 室町時代)以降 以前 東 人 残 語 母体では であるとし，それ の スラブ が したロシア の

になる でさえ では までしか ることができ文献資料 世紀前半(日本 平安時代後半) 遡11
。 以前 文献資料 依拠 。ないとしている つまり，それ は には できないのである

がここで っている は，まだロシア （スラブ ）として をなす の，本稿 行 推論 語 語 形 以前

で できない に する であることになる しかし，この が文献記録 実証 時期 想定 推論 。 推論

しいとすれば， の の ではいまだに の が たれて正 問題 現代語 文 ＳＯＶ型(日本語型) 性質 保

。いることになる

(私 兄 手紙 書 。)Я пишу письмо брату. は に を いている
< >私 書 手紙 兄-く に Ya pishu pisimo bratu.

かに， が と じ であった の， が と の で確 語順 日本語 同 ＳＯＶ型 時期 格表示 名詞 動詞 間

なされる という ，つまり である が に ってい(Ｎ-格 Ｖ) 特徴 後置式(Ｎ-格) 特徴 現代語 残

るのだということになる ロシア スラブ では より は では でき。 語( 語) 11 世紀 前 文献 実証

印欧語 歴史 推論 妥当 。ないが， の からして，こう するのが であろうということになる

概念図 下図 。このことを にすれば のようになる

Я брату пишу. Ya bratu pishu.ＳＯＶ型
に いている想定古代語 私 兄- 書

Ｎ-格 Ｖ

Я пишу брату. Ya pishu bratu.ＳＶＯ型
いている に現代語 私 書 兄-

Ｖ Ｎ-格

10 世紀以前の推定古代語のＳＯＶ型(日本語型)から現代語のＳＶＯ型(英語型)へ図ＤⅠ-14
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ＤⅠ.8.b ロシア語は格組織温存……二重の格表示に

印欧語一般 ＳＯＶ型(日本語型) ＳＶＯ型(英語型) 変化 語として から に したため，ロシア

も のための を つことになった たとえば， の格表示 前置詞 持 。 現代語

（ は から た ）Я приехал из Японии. 私 日本 来 。
Ya priehal iz Yaponii.私 来 -日本た から

という で， は， から を する という文 名詞「日本 〈 〉」 「 」 意味 「 〈 〉｣Японии Yaponii из iz
前置詞 用 離脱点 示 格 示 。を いて， を す にあることを している

語 ＳＶＯ型 変化 前置詞 発生 。 名ロシア でもこのように に して が したのである それで，

の ろの は となったはず，であった ところが，ラテン の と な詞 後 格組織 不要 。 語 場合 異

。上 ｢日本 〈 〉｣ 実 「日本り，この の は は格組織が崩壊することはなかった Японии Yaponii
〈 〉」 生格形 。Япония Yaponiya の なのである

主格 (日本 ) < >Япония Yaponiyaが

生格 (日本 ) < >Японии Yaponiiの

与格 (日本 ) < >Японии Yaponiiに

対格 (日本 ) < >Японию Yaponiyuを

造格 (日本 ) < >Японией Yaponieiによって

前置格 < >Японии Yaponii
現代 語 格 表示 「新 生 前置詞」 「格組織」 二つまり， ロシア は を するのに たに じた と の

重 形式 用 。 概念図 下図 。の を いているのである このことを にすれば のようになるだろう

図 ロシア語はＳＶＯ型への変化で格組織を温存し二重の格表示へＤⅠ-15

格 二重表示法 現代語 次 例 確認 。この の を の の で したい

Дети стояли с букетами в руках.
子 立 共 -花束(造格) -手(前置格)どもたち っていた と に に

(子 花束 手 持 立 。)どもたちは を に って っていた
< >Deti stoyali s buketami v rukah.

かに， と において の確 〈 〉 〈 〉 格表示с букетами в рукахs buketami v rukah
二重性 確認 。が できる

with a英語 名詞後部 格組織 消滅 前置詞であれば， の が しているので， だけでよく，

bouquet in hand with／ 名詞後部 変化 必要 。 英語のように， の は ない （ただし， でも

代名詞 場合 格変化 残 二重格表示 。)him のように， の だけは が っていて， となっている

ＳＶＯ型 ［ Ｓ Ｖ 格-Ｎ ］

ＳＯＶ型 ［ Ｓ Ｎ-格 Ｖ ］

（前置詞発生・格組織温存）

（日本語型・格組織存在）

-格

前置詞発生
↓ ↓

格組織温存
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ＤⅠ論文 格表示は名詞と動詞の間でなされる

語 ＳＶＯ型(英語型) 奇跡的 理ロシア がこのように になっても に古い格組織を温存した

について， ）は，ユ ラシアで も した をもつフィノ・ウ由 松本( ー 最 発達 格組織2006:48
諸語 接触 。 結婚等日常生活 言語交流 密ゴル と していたためであるとしている （ での が

。 ( 関 語等 場合 考 必要 。)であったためである ） これに しては，ドイツ の も える がある

以上 第２ 疑問「 語 仮説 成立 」 対 解答 印により， の ロシア でもこの が するか に する が，

欧語 類似性 考慮 「成立 」 形 得 。ＳＯＶとしての を すれば， する という で られたことになる

（ ・ ） と （ ・ ） の でこ型 日本語型 格組織保持 時代 ＳＶＯ型 英語型 前置詞使用 時代 両方

仮説 成立 考 。の が することが えられるからである

第２の疑問への解答

格表示は名詞と動詞の間でなされ現代 語 前置詞ロシア には があり，

と えられる ただし， の にも があるが，ている 考 。 名詞 後部 格表示要素

古代印欧語 ＳＶＯ型(日本語型) 名残 。これは としての の である

語 別 新 疑問 。単純性 結果 逆 二重ロシア については の たな がわく をめざす として， に

の になってしまい， が してしまった これは な な で，格表示 複雑性 増 。 過渡的 一時的 現象

数百年 後 解消 。 方向 始 。関の には されることになるのか その はすでに まっているのか

心 見守 (次節参照)。をもって りたい

ＤⅠ.9 なぜＳＯＶ型（日本語型）がＳＶＯ型（英語型）に移行する必要があったのか

次 疑問 生 。にこの が じる

印欧語 ＳＶＯ型 移行 。第３の疑問 はなぜ に しなければならなかったのか

ＤⅠ.9.a 格表示の複雑さ解消のためにＳＶＯ型（英語型）に移行

じ でも， の の は， の とは同 ＳＯＶ型(日本語型) 印欧語 名詞後部 「格組織」 日本語 「格詞」

異 持 。(｢屈なり， を つようになってしまった性と数と格の混在する，いわゆる「屈折性」

は では ， では ともいう で たように，たとえば，折｣ 名詞 ｢曲用｣ 動詞 ｢活用｣ 。) 表ＤⅠ-6 見

ひとつを ってみても， なら， たち が の が で むところを，主格 取 日本語 ｢主人( ) 」 「 ｣ 済

か かで，また か かで， のような なる を わなければならなか男性 女性 単数 複数 次 異 形 使

。った

主人( ) …… (女単) (男単) (女複) (男複)たち が domina , dominus , dominae , dominī

も， なら たち を の を で むところを のように い けね対格 日本語 ｢主人( ) ｣ ｢ ｣ 済 次 言 分

。ばならなかった

主人( ) …… (女単) (男単) (女複) (男複)たち を dominam , dominum , dominās , dominōs

傾向 実 屈折性 複この屈折性が印欧語の優越性とみなされる もあったが， はこの は，
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でもあり， でもあった しにくく，そのまま して せ雑性 。分析 記憶(暗記) 使用不透明性

得 。学習者 重 負担 。ざるを なかった にとっても い であった

この を の の が，を のように な， の いもの格組織 日本語 膠着性 格詞( 等) 単純 透明性 高

に すためには， になってしまった の すればよかった し戻 複雑 名詞後部 。屈折性を解消

新 混乱 生 恐 。 名詞後部 格組かし，それはかえって たな を じさせる れがあった そこで の

の を して，かわりに い って ，その と の織 改良使用 断念 思 切 Ｖ Ｏ動詞ＶをＯの前に出して

間 格表示 方法 取 。に の という を ることになった前置詞を創り出す

第３ 疑問 解答 仮説 立 。それで， の への として，このような が つ

第３の疑問への解答……仮説

名詞後部の格表示印欧語 ＳＯＶ型(日本語型) 日本語等 異の では， と なり，

屈折性 不透明性 決別が屈折性を持って複雑になってしまった。その という と

ＶをＯの前に出して，ＶとＯの間に新たに格を表示するために， い って思 切

ＳＶＯ型 生 。する前置詞という形式を創り出した。それで が じたのである

を の に けば， は， と の （つまり より ）動詞Ｖ 名詞 前 置 格表示形式 動詞 名詞 間 名詞 前

に けばよかった を れば かった そ置 。 創 良 。名詞格表示形式としての新しい単純な前置詞

名詞 後部 形 変 必要 。のものは の で を える がなくなった

I go to school by bus.
判断 上 重要 使用頻度 高 主格 対格 格表示 不要 。また， の で で の い， ， の は となった

I read a book.
が にとってよりふさわしい であるからこれをめざした，とＳＶＯ型(英語型) 人類 語順

。印欧語 ＳＯＶ型(日本語型) Ｏ(名詞) 屈折性 持いうわけではないのであろう では， の が を

複雑 単純性 取 戻 。 昔 Ｓったために になってしまったので， を り したかった しかし， の

ＯＶ型(日本語型) 戻 混乱 招 恐 。 思 切に そうとしては，さらに を く れがあった それで， い

動詞 名詞 前 出 ＶＯ 型 変 。って を の に して の に えたのであろう

ＤⅠ.9.b 日本語の膠着性は構造を把握しやすい……日本語構造伝達文法

ＳＯＶ型(日本語) 元来持 松本( 「膠着性 要の つ については， も， とは，膠着性 2006:50)
するに， における にほかならない と べている の が接辞法 透明性 。」 述 。印欧語 ＳＯＶ型

つに ってしまった は， の の に して， されるべき持 至 日本語 透明性 対 解消屈折性 膠着性

不透明性 。にほかならなかったのである

幸 屈折性 持 免 日本語 ＳＯＶ型 単純 膠着性 保いにも を つことを れた のような では な を

ってきた されるそれぞれの は， して り しやすく， が。順次付加 文法要素 分析 取 出 機能

捉 構造 理解 特徴 持 。えやすく，したがって が しやすいという を っている

「日本語構造伝達文法」 ＳＯＶ型(日本語型) 膠着性 分析 構は，この の の， のしやすさと

造 把握 誕生 言 。図ＤⅠ-16, -17 として一例 挙 。の しやすさのおかげで したと える を げる
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ＤⅠ論文 格表示は名詞と動詞の間でなされる

彼 飲 薬 効 。 ( 内 発音 。)が んだ は よく いた ようです は せず

kare-ga nom-i=t- =ar-u kusuri- -wa yo.k-u kik-i=t- =ar-u yoo-de=ar-i=mas-uØ Ø Ø1

n-d

図ＤⅠ-16

日本語構造の把握しやすさの一例(1)

の は が は により されており， についての かな を し上 例 ｢薬｣ ｢ ｣ 主題化 ｢薬｣ 不確 断定 表

。 主題化 下 構造 事象全体 断定 対象 。ている この をはずせば， の のように が の となる

彼 飲 薬 効 。 ( 内 発音 。)が んだ が よく いた ようです は せず

kare-ga nom-i=t- =ar-u kusuri-ga yo.k-u kik-i=t- =ar-u yoo-de=ar-i=mas-uØ Ø
n-d

図ＤⅠ-17

日本語構造の把握しやすさの一例(2)

薬

o

彼
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図ＤⅠ-16 は｢は｣による主題を持ち，図ＤⅠ-17 は主題を持たない。

かい はここではしないので， ないしは のしく細 説明 『日本語構造伝達文法』 『日本語

』 関係部分 当 幸 (右 ー 既刊書 参照)。み の に たっていただければ いである ペ ジの リスト

ＤⅠ.10 結論

， の への な から は と の でなされる とい第１ 第２ 疑問 肯定的 解答 「格表示 名詞 動詞 間 」

う は ， の の を める において に す仮説 ＳＯＶ型 ＳＶＯ型 両方(全言語 85 ％ 占 。) 基本的 成立

。るであろうということになった

今回 名詞 格 中心 考察 印欧語 日本は の を とする であったが，これだけでも， ももとは

と じ であったことがより になった また， の となった， な語 同 ＳＯＶ型 明確 。 第３ 疑問 「

印欧語 ＳＯＶ型 ＳＶＯ型 変化 ｣ 考察 名詞 屈折性(格ぜ が から に したのか についても し， の

表示 複雑性) 決別 仮説 得 。の からの のためであったとの を た

ＤⅠ.11 今後の課題

今後 課題 出 。いくつかの の が てきた

は と での となった この で に① 今回 ＳＯＶ型(日本語型) ＳＶＯ型(英語型) 考察 。 ２者 世界

ある の のほぼ 85 を めるが， りのほぼ 15 を めるその の で現在 語順 ％ 占 残 ％ 占 他 語順型

も での が するかどうかにつき する がある の いについ本稿 仮説 成立 確認 必要 。(中国語 扱

検討 必要 。)ての が である

ＳＶＯ型(英語型) 元来ＳＯＶ型② また， も，

であった が く， にと(日本語型) 可能性 高 人類

っての の ・ をＳＯＶ型(日本語型) 本源性 重要性

探 必要 思 。ることも と われる

われわれ はミトコンドリア・イブ現生人類

を ・ な として つ，とい1 人 理論的 起源的 母 持

う もある その はともあれ，いずれ学説 。 真偽

にせよ な の は できるであ起源的 人間 存在 想定

。 言語 日本ろう とすれば，そのおおもとの は

語型 ＳＯＶ型 可能性 高 。の であった が い

右図 概念図 。数はこれを にしたものである

は から た である の字 表ＤⅠ-2 得 百分率 。(点線

言語は元来SOV型(日本語型)か部分 本稿 扱 妥は では っていないので，その

図ＤⅠ-18当性 調査 今後 課題 。についての は の である ）

は ・ をめざしているもののようである は，これをめざ③ 言語 透明性 単純性 。屈折性

過程 言語的 工夫 逆 結果 考 。現代言す で， な が の をもたらしてしまったものと えられる

の に している のある なども， をめざす の にある語研究 中心 位置 観 英語 単純性 変化 過程

sov svo
他

49.3 35.0

15.6

紀元前
2000年

現在

紀元

sov

12万年～20万年

(日本語型)

日本語構造伝達文法・発展Ｄ
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。ものとみられる

は， によれば， インド のドラヴィダ ，アジア日本語 松本( ) ｢ 亜大陸 諸語2006:165,167
北 東部 諸語 共 ＯＶ言語圏 中 最 安定 属 ｣ 類・ のアルタイ と に， の の も したタイプに し ，

世界に最も仲間の多い型論的 見 限 古 基本的 変化 「に る り， くから にほとんど がなく，

の で な を めるのは，むしきわめて平均的かつ標準的な言語である。言語 世界 特異 位置 占

西洋 近代諸語」 。ろ の である

は， の は として， は， の も く， し日本語 文字 問題 別 言語自体 文法要素 透明性 高 分析

構造 把握 言語 。改 観点 言語研究 日本やすく， の しやすい である めてこの から における

語研究 重要性 捉 直 必要 。の を え してみる がある

※引用部内 文字 化 今泉 施 。の のゴシック は が した

※本稿 今泉 定年退職最終講義 前半 『言語 交流』 第 号は の の をまとめ， と 18
( 年) 掲載 。本書 収載 加筆 。2015 に したものである への にあたり した

［日本語構造伝達文法］ の既刊書リスト

[研究書]

今泉喜一 2000 改訂 2012 揺籃社① 『日本語構造伝達文法 [改訂 12]』 （ ， ）

構造 時間等 「日本語構造伝達文法」 基本的 考 方 述 。モデル， ， の な え を べる

今泉喜一 2003 揺籃社② 『日本語構造伝達文法 発展Ａ』 （ ）

主格 格／ 形音便／ 形／絶対 相対 ／従属節等 述 。・を テ タ ・ テンス について べる

今泉喜一 (2009) 晃洋書房③ 『日本語態構造の研究－日本語構造伝達文法 発展Ｂ－』

原因態 許容態／二段活用 発生 一段化／態拡張 新動詞 発生 扱 ｡・ の と による の を う

今泉喜一 2014 揺籃社④ 『主語と時相と活用と－日本語構造伝達文法・発展Ｃ－』 （ ）

主語 二重主語／ 文／活用 新 捉 方／古代語 時相等 扱 。・ うなぎ の しい え の を う

[入門書]

今泉喜一 2015 揺籃社⑤ 『日本語のしくみ（ 1 ）－日本語構造伝達文法Ｓ－』 （ ）

構造 基本(３主格 否定 活用 時相)／複主語／態(許容態 原因態 受影態)の ， ， ， ， ，

今泉喜一 2016 揺籃社⑥ 『日本語のしくみ（ 2 ）－日本語構造伝達文法Ｔ－』 （ ）

時 局面／事象 局面表示／絶対時 相対時／時間表現４種類／時間 否定と と ・ の

今泉喜一 2017 揺籃社⑦ 『日本語のしくみ（ 3 ）－日本語構造伝達文法Ｕ－』 （ ）

形容詞／形容詞１０構造／形容詞複主語／形容詞否定構造／形容詞時間表現

ＤⅠ論文 格表示は名詞と動詞の間でなされる
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